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デンマークは国連の世界幸福度調査で何度も幸福度世界一の国として評価さ
れてきました。その高い幸福度を実現させているデンマークの思想やデザイン
は世界から注目を集めています。

福岡デンマーク協会（略称：FDA）は今年で設立20年を迎えます。この間に国
際社会でのデンマークの評価は急速に高まり、さまざまな分野で日本や世界の
目指すべきモデルとなっています。私たちはデンマークから多くのものを学
び、取り入れて日本をより豊かで、幸せな国にしていくことの必要性を感じて
います。私たち福岡デンマーク協会はその目的を遂行することを使命として活
動を続けてまいりました。

世界では地球温暖化による災害の大規模化や干ばつによる砂漠化の進行、国家
や民族間の対立の激化による難民の激増、貧富の格差の拡大による貧困層の増
大など、様々な困難な問題が生起し、それに対して各国が協力して取り組まな
ければならない事態に追い込まれています。

また、新型コロナウイルスによる世界的な感染症の拡大、及びその影響からの
雇用や生産の停滞による不景気、さらには今年春に勃発したウクライナへのロシ
アの侵攻、また人権侵害や食料不足、エネルギー危機等の事態も生じています。

このような時代にあって、デンマークの人間愛に満ちた先進的な思想や実践
は、この困難な課題を解決するための方向性を示唆しています。

福岡デンマーク協会はFDAミッションとして、私たちの街、地域、そして日本
や世界が、今後も持続可能な社会としてあり続けるためのヒントをデンマーク
から学ぶと同時に、当協会からもデンマークに向けて、有意義な思想や実践を
提示しながら、両国の、ひいては世界の幸福度をさらに向上させていくという
目標を掲げて、これからも様々な事業を立案し、実践していきます。また、
福岡デンマーク協会の事業をより多くの人たちと連携・協力して行い、助け合
い・支え合い・分かち合う共生社会の実現を目指して進んでまいります。

これからも、このFDAミッションを基本に福岡デンマーク協会は活動を進めて
まいります。今後とも、ご支援ご協力を心よりお願い申し上げます。
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国民の満足度の高い国＝幸福度の高い国として、デンマークは福祉や教育、環境、
技術などの分野で、世界中の研究者や経営者、学生から注目を集めています。世界
の未来を描くために、数多くの「デンマーク・モデル」が役立つのではないでしょ
うか。そのデンマークについて簡単にご紹介しましょう。

世界トップクラスの幸福度の背景について
福岡デンマーク協会　理事長
長阿彌 幹生

デンマークの概要

デンマークはヨーロッパ大陸と陸続きのユト
ランド半島と首都コペンハーゲンのあるシェ
ラン島や古都オーデンセのあるフュン島など
407の島 （フェロー諸島、グリーンランドを除く）

から成り立っています。国の西部沿岸をメキ
シコ湾流（暖流）が流れていて、気候は穏やか
で、冬は比較的温暖で降雪も少なく、夏は冷
涼な気候で過ごしやすい環境です。

面積は約4,3000㎢（九州とほぼ同じ）で、約
580万人 が住んでいます。人口密度は1㎢辺り
146人（日本345人） 。氷河時代に氷河の移動
によって国土が削られて、国全体が平たんで、
標高の最も高い場所でも171ｍしかありませ
ん。そのため国土は畑や牧場に利用されてい
て、食糧自給率はカロリー換算で300％に達し
ています。肉類や乳製品を中心に海外に輸出
され、日本でも百貨店の食品売り場などでは
デンマーク産の豚肉が売られています。
政体は立憲君主制。国会は一院制で総選挙

は比例代表制です。首相はメッテ・フレデリク
セン氏で43歳の実力的にも人格的に優れたデ
ンマークを代表する女性です。そして20人の
大臣のうち７名が女性です。デンマークの閣僚
はこれまでも男女の区別なく若くて優秀な人
たちが登用され活躍しています。彼らの政治
姿勢は意欲的であることはもちろんですが、
同時に清廉潔白です。そのためデンマークは
世界で最も政治の透明性が高い国です。
生活面では、所得税や消費税などの税は高

率ですが、その税が再配分されて、医療費、教
育費などが無料、年金も充実した高福祉の生
活が保障されています。

デンマークの歴史

紀元前1万2000年頃からデンマークのユトラ
ンド半島に、人類が居住を始めたといわれて
います。その後紀元前1500年ごろには青銅器
文化が伝来し、前500年ごろには鉄器文化が
伝わりました。4世紀にはゲルマン民族の大移
動で、ゲルマン民族の中のデーン人が到来し
ます。

8世紀、「ヴァイキング」と呼ばれる海洋民
族が力を持ち、西ヨーロッパ地域一帯を支配
します。9世紀には、デンマークにキリスト教
が伝わります。11世紀にイングランドに侵攻
し、デンマークからイングランド、ノルウェー
にわたる北海帝国を建国しました。

13世紀から14世紀にかけて王位継承で混
乱。1397年にデンマーク、ノルウェー、ス
ウェーデンの3王国間でデンマークを盟主と
したカルマル同盟が締結され、デンマークは
事実上北欧全土を支配下に治めました。16世
紀初頭にスウェーデンで独立運動が起きてカ
ルマル同盟は崩壊。一方、ノルウェーを完全
に支配下に置いたデンマーク＝ノルウェーが
成立します。
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18世紀には大北方戦争が起こり、デンマー
クは反スウェーデン同盟側として参戦するも、
バルト海の覇権をロシアに握られてしまいま
す。19世紀にはデンマークとノルウェーとの
同君連合の解消やプロイセンとオーストリア
との戦いに敗北し、現在とほぼ同じデンマーク
の領土になり、北欧の大国としての地位を失
います。
それ以降、デンマークは中立の立場をとり、
戦争には関与しなくなりますが、第二次世界
大戦では、中立を表明していたにもかかわら
ず、ドイツに占領されてしまいます。戦後はそ
の反省から中立政策を放棄し、北大西洋条約
機構（NATO）の創立メンバーとなりました。
戦後デンマークは工業の発展により 順調に経
済成長を遂げ、今では購買力を表す国民総生
産で世界33位と安定した国力を保っています。

高い幸福度

国連は毎年、幸福度ランキングを発表してい
ます。国民満足度の他に、一人当たり国民総
生産（GDP）、社会保障制度、健康寿命、人生
の自由度、他者への寛容さ、国への信頼度な

どの客観的な項目についても調査の対象で
す。2021年度は149カ国 中1位フィンランド、
2位デンマーク、3位スイスとなっています。
デンマークはこの調査が始まって以来、常に

トップグループに位置しています。その最大の
要因は社会保障制度が整っていて、国民が生活
面で困らない社会が実現しているからです。
例えば、国民全員に家庭医やケースワーカー

が配置されています。病気や暮らし面での困難
が生じたときの支援の態勢が整っています。医
療費や教育費も無料ですし、高齢者や障害者へ
の年金も十分な額が保障されていて、国民が安
心して生活できる環境が実現しています。

その根底にあるのは人と人との信頼感で
す。2010年に信頼に関する国際調査が行われ
ました。「他人を信頼できるかどうか」という
質問に4人中3人までが「信頼できる」という
回答をしています。その信頼感が政治にも反
映し、助け合う住み良い国家が成立している
のです。
もちろん、このような社会を維持するための
財源確保は必要です。そのためデンマークの
税負担は高いものになっています。デンマー
クの主な税金は、間接税として25％の消費税
（付加価値税）が課せられています。直接税で
は、所得税は所得総額が39万クローネ以下の
場合は平均して25％、さらに住民税が平均
25％、医療付加税が8％の合計最大52％もの
税金が課せられます。自動車税に至っては、一
台あたり180％の税率が課せられます。
この高い税率に対して、デンマークの人た
ちは「取られる」とか「納める」というように
思ってはいません。彼らは税金のことを“未来
への投資”と呼んでいます。自分や子ども、孫、
そして社会のこれからに使うために主体的に
関わる資源として税金を捉えているのです。
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“ヒュッゲ（Hygge）”な暮らし

今では世界的に有名になったデンマークを象
徴するワードの『ヒュッゲ』は「満ち足りる」
というノルウェー語に由来するデンマーク語
で、「幸せであること」という意味を持ってい
ます。デンマークではいろいろな場合にそれ
を『ヒュッゲ』と呼んで、生活を心豊かで楽
しいものにしています。
例えば、自宅で友人と楽しく食事や語り合

うこと、海辺や山でのんびり過ごすこと、一人
で読書や音楽を楽しむこと、ロウソクの灯りを
見ながらの休息など、ゆっくりとした時間を過
ごすことを『ヒュッゲ』と呼んでいます。それ
がデンマーク人のライフスタイルなのです。
『ヒュッゲ』を可能にしているのは、デンマー
ク人の働き方です。まず残業がほとんど無い
ということです。夕方4時には退社するのが普
通です。これは制度として、時間外労働が多
い事業所には厳しい行政指導が課されるよう
になっていて、労働者を過重労働から守って
いることが大きく反映しています。また、長期
の有給休暇も大半の人が取得し、海外旅行な
どに出かけます。

デンマークには『フレキシキュリティ制度』
という仕組みがあり、失業率は4～5％程度と
EU内では低く、就業率は約75％で高水準を実
現しています。この制度は『黄金の三角形』と
呼ばれ、「解雇しやすい柔軟な労働市場」、「手
厚い失業手当」、「充実した職業訓練プログラ
ム」を基本にして組み立てられています。失
業手当は、前職の給与の約9割、最長4年間支
給です。教育訓練にも注力しており、資格取
得、他職種への転換などが容易に出来るよう
に制度が整えられています。

デンマーク・デザイン

デンマーク・デザインを代表するものとして、
まずはロイヤル コペンハーゲンの陶磁器あり
ます。ハンドペイントを源とするそのデザイン
は世界中の多くのファンを魅了しています。 

次に木製家具が挙げられます。王立美術アカ
デミーに建築学科家具専攻科が20世紀初めに
創設され、人間工学の先駆けともなる体系的
な家具デザインの教育が行われました。
第二次世界大戦が終わり高度成長期となっ

た1950年代は、自然の造形美を取り入れた有
機的なフォルムをベースにした家具が製作さ

れます。アルネ・ヤコブセン、ハンス・J・ウェ
グナー、フィン・ユールなどのデザイナーたち
により、手仕事の良さと量産性のバランスを
兼ね備え、遊び心や温かみにあふれた家具が
世に送り出されました。
建築家でデザイナーでもあるアルネ・ヤコ

ブセンが手がけたホテルがチボリ公園のすぐ
そばにありますが、彼は設計だけではなく、建
物を構成する材料の細部にまでこだわり、ス
カンジナビアで最もモダンなホテルとして高
く評価されています。このホテルのために特別
にデザインしたエッグチェアやスワンチェア
は、今でも世界中で人気があります。

2019年、コペンハーゲンの海辺の工業地区
に「都会の丘」をイメージさせる巨大施設「コ
ペンヒル」が誕生しました。実はこれは廃棄
物エネルギー・プラントなのですが、屋根には
人工スキー場や、ジョギング、ハイキングや
ボルダリングもできるレクリエーションセン
ターが設けられています。これもデンマーク・
デザインを代表するものです。
このような斬新なアイデアで、時代の最先
端を切り開く新しい発想を次々と具現化して
います。これこそ、デンマーク・デザインの真
骨頂ではないでしょうか。
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持続可能な社会の実現をめざす

世界銀行が2017年2月に発表した持続可能エ
ネルギーについての報告書では、デンマーク
はエネルギー効率や持続可能エネルギーなど
の点が評価され、世界1位に輝きました。
デンマークのエネルギー政策の根幹は化石
燃料に依存しないこと、エネルギー自給率を
100%にすることにあります。そのため、風力
発電やバイオマス発電などの持続可能エネル
ギーが積極的に取り入れられています。中で
も、風力発電の割合は2015年には42.1% に達
しました。政府は2023年に石炭火力発電を止
める方針で進めています。バイオマス発電で
は、家庭や工場、農場などから出る有機廃棄
物をもとに発電し、地域暖房の熱源として各
家庭で利用されています。リサイクルへの取
り組みも盛んです。家庭ゴミも、まずはリサイ
クルや再利用ができるものはそちらに回され
ます。生ゴミは有機廃棄物として、バイオ発
電や有機肥料になります。
この持続可能エネルギーへの取り組みの背
景には、1973年の石油ショックがあります。
当時、石油依存率が89%もあったデンマーク
は、この時に電力不足に陥りました。このこと

で、風車技術を活かした風力発電が注目され
るようになりました。一方で原子力発電への動
きが反原発運動により計画が取り止めになっ
たことも持続可能エネルギーへの転換を促す
きっかけになりました。

2021年6月、SDSN（持続可能な開発ソリュー

ション・ネットワーク）は国ごとにSDGsの達成
度を点数化して世界ランキングを発表しまし
た。2020年はスウェーデンが1位、デンマー
クは3位（2019年は1位）でした。デンマーク
はSDGsへの取り組みの先頭を切って、これか
らも持続可能な社会を実現するために意欲的
な取り組みを進めていくことでしょう。

教育や福祉も世界をリード

「ノーマライゼーション」という福祉理念がデ
ンマークから世界に広がり、各国の福祉の現
場が改革され、改善されていったことは有名
です。デンマークでの高齢者、障害者、子育
てなどの福祉への取り組みは、国際標準とし
て多くの国から参考にされています。

また教育についても国家予算の13％超える
予算を投じて、子どもたちの自尊心が高まり、
社会性が伸展する民主主義的な教育が実践さ
れています。子どもだけでなく、大人の学ぶ
場所としてフォルケ・ホイ・スコーレ（国民高
等学校）と呼ばれる全寮制の学校もあり、人生
をより心豊かなものにすることを考える場所
も用意されています。
デンマークには、生まれたばかりの赤ん坊
から、高齢者に至るまでの全ての人たちが幸
せに生きていける仕組みがたくさん用意され
ているのです。
最近はデンマークに関する書籍や情報が多

く出回るようになりました。デンマークのさま
ざまな取り組みに注目が集まっています。世
界中からデンマークに留学する若者も増えて
います。幸福度の高い社会にするための知識
や情報がデンマークにあることを、世界が気
付き始めているのです。デンマークのさまざま
な分野での取り組みが世界で実践され、拡
がっていくことを、これからも期待したいと思
います。
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Cultural Exchange Public Relations

Enlightenment

1.啓発

2.交流 3.広報

福岡デンマーク協会はFDAミッション（使命）を基盤として、
デンマークの思想やデザインをモデルとしながら、日本のみな
らず世界の幸福度の向上を目指して、次のような事業を構想し
展開してまいります。

福岡デンマーク協会の事業構想

1.啓発事業

1-1 学習事業 参加や利用の
容易なものに転換

1-2 発展思考事業 新しいアイデアを生み出し
暮らしの改善につなげる

FDA VISION

これまでの対面を重視した講演会やセミナーを、オンラインによる実
施に転換して、参加しやすくすると同時に、録画提供などの利用サー
ビスも実施して、より多くの人たちがデンマークについての知識や情
報を容易く得られるようにする。同時に、デンマークについての基礎
知識や最新情報提供を行うものや、専門性の高いものなど、多角的、
重層的に考案して実施する。

意見交換や対話形式の講座やセミナーを、対面やオンラインで実施し
て、デンマークからの知識や情報を基盤にして、日本の課題解決に向
けた新しい思考・企画などを話し合う場を提供する。また、そこで生
まれるアイデアをオープンにして、新しい活動や事業へと結びつけて
いく活動を展開する。

デンマーク基礎講座 デンマークを知りたいという主に初心者向け講座。

デンマーク専門講座 デンマークをカテゴリー別に深堀りする講座。

デンマークセミナー 外部講師を招いて話題性のあるテーマで
デンマークを学ぶ講座。

ヒュッゲ in FDA 参加者が自分の思いなどを自由に話し合う交流活動。

デンマークマンス
期間を設定して、オンラインや対面で
プレゼンテーションやパフォーマンスを行い、
創造的なセッションを行う活動。

デンマーク研究会

デンマークから学んだものを日常生活や仕事に
どう取り入れるか等を話し合い、その研究成果を
定期的にホームページやSNS等を利用して
社会に発信していく活動。
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2.交流事業 3.広報事業

この目で見て、
この耳で聴いて体得する2-1 国際交流事業 3-1 メディア発信力の向上

3-2 活動基盤の充実幸福を願う人たちとの
つながりを拡げる

持続可能な活動を実現する

S N S等を活用して
伝えたいメッセージを発信する

2-2 国内交流事業

デンマークの福祉、教育、文化、政治、ビジネス、環境等について、
デンマークの最先端の思想、理論、技術などを、担当しているデン
マークの専門家、実務家、政治家、技術者、芸術家、教育者からのレ
クチャーを受け、デンマークの本質を体得する機会とする。

ホームページやブログだけに止まらず、より積極的に働きかけが可能
になる新しいメディアを活用して、福岡デンマーク協会のメッセージ
をより多くの人たちに伝える活動を強化する。

福岡デンマーク協会の活動基盤を充実・強化して、継続して社会貢献
が可能な組織とする。

デンマークとの交流事業を行っている団体や企業、自治体との交流事
業を行い、意見や情報を交換しながら、可能な連携事業などを模索
し、デンマークに関するイベントなどを実施する。

デンマーク視察ツアー 実際にデンマークを訪問して、現場での学習を行う。

デンマークから講師
招聘による講演会 それぞれの専門家を招いての講演会を開催する。

駐日デンマーク大使館
との交流

デンマーク大使をはじめ、
大使館関係者との交流を行う。

ホームページの充実 福岡デンマーク協会のメッセージ性を強化する。

新しいメディアの活用 リアルタイムでの情報の提供を実現する。

紙媒体からWEB媒体への切り替えによる省資源化・省力化を推進する。

福岡デンマーク協会主催のクリスマス会等を主催し、会員のみならず、
協会の活動に共鳴する人たちや、関心のある人たちとの交流の機会を設ける。

福岡EU 協会との連携 EU各国との友好団体との意見や
情報交換を行う。

自治体との交流・連携 デンマークとの交流を進める自治体と連携し
て共同企画事業を実施する。

福岡県国際交流センター
等の団体との連携

国際交流を行っている団体と意見や
情報交換を行う。

啓発事業への
参加者の拡大

オンラインなどでの参加チケット販売などで
参加者を増やし、参加費の収入による
活動資金の確保を行う。

寄付金等
活動資金提供への
積極的受入れ

協会の活動に共感・共鳴する人たちからの
寄付を積極的に受け、寄付者に対する
活動報告などのフィードバックを行う。

会員の参画機会
の充実

会員からの意見やアイデアを募集しながら、
協会の活動への参画機会を拡大し、
会の運営に積極的に関わるメンバーを拡大する。
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2002 2003 2004 2005 2006

2002.4.24  FDFS設立準備委員会「デンマークの夕べ」[02-1]
2002.7.8  福岡デンマーク友好協会設立記念総会 [02-2]

[02-1]

[02-2] [03-2]

[03-1]
[04-1]

[04-2]

[04-3]

[04-4]

[05-1]

[05-3]

[05-4]

[05-7]

[05-6]

[05-2]

[05-8]

[05-5]

[04-5]

2003.5 FDFS総会／講演会（武藤聖一）[03-1]
2003.4–2004.3 アンデルセン２の会（10回/年）[03-2]

2004.4.–2005.3 アンデルセン２の会（10回/年）[04-1]

2004.4.19 デンマーク通商代表事務所所長との交流 [04-2]

2004.5.11 FDFS総会／講演会（村田佳壽子）[04-3]
2004.9.9–16 FDFSデンマーク視察旅行 [04-4]

2004.12.20 デザイン界合同大望年会参加 [04-5]

2005.2.25 FDFSシンポジウム「交流するデンマークデザイン」[05-1]
2005.4.–2006.3 アンデルセン２の会（11回/年）

2005.4.2 アンデルセン生誕200年祭 [05-2]

2005.5.5 バスツアー大分玖珠町 [05-3]

2005.6.13 FDFS総会／講演会（林田スマ）[05-4]
2005.10.12 スクールキャラバン参加① [05-5]

2005.11.17 デンマーク大使との交流会 [05-6]

2005.12.8 デザイン界合同大望年会参加 [05-7]

2005.12.9 FDFSクリスマス会 [05-8]

2006.4–2007.3  
アンデルセン2の会（10回/年）

2006.5.16  
FDFS総会／講演会（清水満）
2006.10.18  
スクールキャラバン参加② [06-1]

2006.12.6 FDFSクリスマス会

[06-1]

FDA 20 Years of Activity
20年の活動実績
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2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

[09-1]

[09-2]

[09-5]

[09-4]

[09-7][09-3]

[09-6]

[10-1]

[10-2] [11-4]

[11-1]

[11-3]

[11-2]

[08-1]

[07-2]

[08-2] [08-3]

2007.4–2008.3 アンデルセン２の会（8回/年）[07-1]

2007.5.14 FDFS総会／講演会（友景智津子）
2007.9.8 FDFSシンポジウム（加藤直子）
2007.11.12 スクールキャラバン参加③ [07-2]

2008.1.19 スクールキャラバン③絵本展 [08-1]

2008.3.8 FDFSシンポジウム（田川嘉隆）[08-2]
2008.5.26 FDFS総会／講演会（佐藤俊郎）
2008.6–2009.3 アンデルセン２の会（5回/年）

2008.12.4 FDFSクリスマス会 [08-3]

2009.2.2 デンマーク北欧マンスキックオフ[09-1]

2009.4–2010.2 アンデルセン２の会（3回/年）[09-2]

2009.6.5 FDFS総会／講演会（青木茂）
200910.1–11.3 デンマーク北欧マンス① [09-3]

2009.10.3 デンマークポスター展（FDS）[09-4]

2009.10.17 FDFSセミナー（西英子）[09-5]
2009.10.24 デンマーク料理会（小早川メッテ）[09-6]
2009.11.17 FDFSセミナー（ライトイヤーズ）
2009.12.3 FDFSクリスマス会 [09-7]

2010.2.22 福岡で楽しむEU-1[10-1]

2010.5.21 FDFS総会／講演会（高野弘）
2010.4.2 アンデルセン２の会（小泉隆）
2010.10– デンマーク北欧マンス② [10-2]

2010.10.16 ワークショップ／モビールづくり
2010.10.23 FDFSセミナー（武藤聖一）

2011.2.22 福岡で楽しむEU-2

2011.6.4 FDFS総会／演奏会（ピュアハート）
2011.4–10 アンデルセン２の会（3回/年）

2011.10– デンマーク北欧マンス③
2011.10–  
北欧デザインポスター展（FDS）[11-1]

2011.10.8  
FDFSセミナー（長阿彌幹生）[11-2]
2011.10.15  
ワークショップ／モビールづくり[11-3]

2011.12.6 FDFSクリスマス会 [11-4]

2011.12.16 デンマーク大使との交流会

[07-1]
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2012 2013 2014 2015 2016

[12-2]

2012.2.25  福岡で楽しむEU-3

2012.4.4  コペンハーゲン大学 学生との交流
2012.5.1 FDFS総会／演奏会（ピュアハート）[12-1]
2012.4–2013.3 アンデルセン２の会（5回/年）[12-2]

2012.10–デンマーク北欧マンス④
2012.11– 北欧デザインポスター展（FDS）

2012.9.19 FDA一般社団法人化 [12-3]

2012.12.3 FDAクリスマス会

2013.2.28 福岡で楽しむEU-4[13-1]

2013.3–10 デンマークを愉しむ会（3回/年）[13-2]

2013.6.8 FDA総会／講演会（坂口光一）[13-3]
2013.3.29 FDFSセミナー（銭本隆行）[13-4]
2013.11.4 デンマーク機関（DDC）との交流

2015.2.19 福岡で楽しむEU-6

2015.5.28 FDAセミナー（中島健祐）
2015.6.6 FDA総会
2015.8–2016.2 デンマークを愉しむ会（3回/年）[15-1]

2015.12.19 北欧展参加② [15-2]

2016.2.22  
福岡で楽しむEU-7 [16-1] 

2016.6.11 FDA総会 

2016.7.5  
FDAセミナー（中島健祐）[16-2]
2016.11–2017.2  
デンマークを愉しむ会（2回/年） 
[16-3]

2014.2.8 デンマーク北欧マンス⑤ [14-1]

2014.2.8 デンマーク北欧マンスコンサート
2014.2.19 福岡で楽しむEU-5[14-2]

2014.6.7 FDA総会／講演会（関根青龍）[14-3]
2014.4–2015.2 デンマークを愉しむ会（4回/年）

2014.10.2 出版記念講演（長阿彌幹生）
2014.11.28 FDAクリスマス会
2014.12.19 北欧展参加① [14-4]

[12-3]

[12-1]

[14-4][13-4] [15-2] [16-3]

[14-1]

[14-2]
[13-1]

[13-2]

[15-1]

[16-2]

[16-1]

[14-3][13-3]
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2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021�2022

2017.2.18 福岡で楽しむEU-8 [17-1]

2017.3.11 FDAセミナー（千葉忠夫）[17-2]
2017.7.4 FDAセミナー（中島健祐）[17-3]
2017.11.24 デンマークを愉しむ会（大西良）

2018.2.13 福岡で楽しむEU-9

2018.3.25 デンマークを愉しむ会（市議会議員）[18-1]
2018.6.2 FDA総会
2018.12.5 デンマークを愉しむ会（X'mas）[18-2]

2019.2.2 デンマークを愉しむ会（トーマス）[19-1]
2019.2.8 福岡で楽しむEU-10 [19-2]

2019.6.8 FDA総会 [19-3]

2019.7–2020.2 デンマークを愉しむ会（4回/年）[19-4]

2019.6.11 ソーシャルデザイン勉強会（SDGs）[19-5]

2020.2.4 福岡で楽しむEU-11 [20-1]

2020.9.27 デンマークを愉しむ会（小泉隆）[20-2]

2021.7–2022.3  
デンマーク基礎講座（9回/年）[21-1]

2021.11.28  
デンマーク専門講座（小泉隆）[21-2]

2022.1.21 嘉麻市との交流 [22-1] 

2022.3 名古屋港刊行物広報 

2022.4–2023.3  
デンマーク基礎講座／デンマーク専門講座
2022.7 FDA創立20周年記念誌発刊

[17-3] [18-2] [20-2] [22-1]

[21-2]

[21-1]

[19-3]

[20-1]

[19-2]

[19-4]

[19-1]

[19-5]

[17-2] [18-1]

[17-1]
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日本への着任の挨拶で福岡県と福岡市を表敬訪問さ
れたダムスゴー大使を囲んで、福岡デンマーク協会
の名誉会長麻生泰氏をはじめ、協会メンバーとの懇
親会を開催しました。大使からは日本についての感想
やデンマークの日本に対する今後の施策などについ
ても話を伺うことができたので、和やかなうちにも有
意義な懇親の場となりました。

講演は「新しい価値の創造のあり方」というテーマで
行われました。デンマーク流の様々な取り組みを分か
りやすく紹介して頂き、デンマークが新しい企画を立
ち上げる際には必ず明確なビジョンがあり、その根本
には全ての人々が幸福になって欲しいという思いが
あるという言葉を聞いて感銘を受けました。

1 駐日デンマーク大使館との連携・交流

駐日デンマーク大使を囲んでの懇親会
ゲスト：駐日デンマーク大使  アナス・カーステン・ダムスゴー氏
開催日：2011年12 月16日（水）12:00‒14:00　
会場：桜坂観山荘（福岡市中央区谷）

駐日デンマーク大使館職員による講演会
ゲスト：駐日デンマーク大使館職員 中島健祐氏
開催日：2016 年7月5日（火）18:30‒20:30

会場：福岡市NPOボランティア交流センターあすみん

2002 年の設立から福岡デンマーク協会ではデンマークの優れた取り組みを紹介したり、
デンマークに対する理解を深める啓発活動やデンマークへ日本文化についての情報を伝え
る交流活動など、様々な取り組みを行ってきました。その中から福岡デンマーク協会の特色
のある活動を取り上げて、ご紹介いたします。

駐日デンマーク大使館と連携して駐日大使をはじめ大使館職員との交流を行い、
常にデンマークの新しい情報を受けとめながら活動を行ってきました。

F DA活動紹介
これまでの主な活動
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デンマークを訪れ、福祉や介護の現場を見てきた
大学生たちと、その引率に当たった大西先生に視
察報告を行ってもらいました。日本の福祉とどこが
違うのかなど、学生たちが感動したことや、さらに
深く探ってゆきたいという話は、デンマークの教育
の本質を考えるうえでの刺激的なセッションとな
りました。

「DENMARK PARTY ～デンマークの教育視
察報告会＆ヒュッゲな語らい～」と題し、少し
早めのクリスマスらしい雰囲気の素敵な演出
の中でデンマークを愉しみました。熊本の南
関町で議員活動を行いながら、町や地域の活
性化のため尽力されている中村正雄さんに、
「デンマーク、フィンランド、スウェーデンの
教育視察ツアー」の研修報告をしていただき
ました。その後クリスマスのパーティ気分で食
事をしながら、ヒュッゲな語らいの時間を過ご
しました。

「デンマークライフスタイルの魅力。ヒュッゲな時
間と空間のつくり方」と題して講演が行われまし
た。講師は家具や照明のビジネスを通して、数多
くデンマークの人たちとの交流を経験しています。
その経験をふまえて、デンマークの快適なライフス
タイルの魅力と、近年注目されているヒュッゲな時
間と空間のつくり方について具体的で分かりやす
い説明がありました。

2 デンマークを愉しむ会

大学生の見たデンマーク福祉視察報告会
ゲスト：大西 良 氏（筑紫女学園大学 准教授）と5人の大学生
開催日：2017年11月24日（金）18:30‒20:30　
会場：福岡市健康づくりサポートセンターあいれふ

デンマーク教育視察報告会＆X'mas会
ゲスト：中村 正雄 氏（熊本県南関町議員）
開催日：2019 年11月30日（土）18:00‒20:30　
会場：松楠居（福岡市中央区赤坂）

デンマーク家具や
照明デザインについての講演会
ゲスト：越智 裕 氏 （クラブエイトスタジオ盛岡）
開催日：2019 年9月17日（火）18:30‒20:30

会場：松楠居（福岡市中央区赤坂）

デンマークの高い幸福度を知り、その幸福感を体感できるような講演会や懇談会などを開催しました。
デンマークのことを全く知らない人にも楽しんでもらえる内容で、この会をきっかけにデンマークに対
する興味を深めていただいたり、また会員として積極的に協会の活動に参加される方々も増えました。
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コペンハーゲン大学からは18名の学生が来福し
ました。主催者から日本とデンマークの文化の
違いについてのプレゼンテーションがあり、その
後学生との議論や情報交換などが行われまし
た。学生たちから積極的な質問や意見などが出
されて、その熱意に感動しました。

2017年11月のデンマーク研修ツアー（教育文化研
究所主催）に参加された三人の市議会議員（福岡
市、北九州市、春日市）の皆さんに「私の見たデン
マーク」というテーマで、それぞれ『教育』、『福
祉』、『介護』という3つのテーマ別に、デンマー
ク視察訪問での体験談や感想と、これからの議
員活動にどう活かしていくかについてお話しを
して頂きました。デンマークの優れた取り組みを
反映させていきたいという熱意が伝わってきま
した。交流会の会場には多くの参加があり、質
疑応答も積極的に行われ、素晴らしい交流の場
となりました。

3 コペンハーゲン大学学生との交流

4 市議会議員との交流

開催日：2012 年4月4日16:00‒18:00 開催
会場：九州大学箱崎キャンパス「カルチャーカフェ」　
主催：EU インスティテュート・イン・ジャパン九州事務局

ゲスト：  森文子氏（福岡市議）、讃井早智子氏（北九州市議） 

川崎英彦氏（春日市議）
開催日：2018 年3月25日（日）16:00‒18:00

会場：福岡市健康づくりサポートセンターあいれふ

Fukuoka & Denmark Association15
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当協会が加盟している福岡ＥＵ協会主催で、2010

年から毎年開催されている「福岡で楽しむＥＵ」に
参加。当協会からは運営委員が中心になって福岡
に於けるＥＵ関連団体の一員として参加し交流を
行いました。参加団体は、福岡EU協会、西日本日
独協会、福岡・オーストリア・ウイーン倶楽部、九
州日仏学館、日本ケルト協会、福岡スペイン友好
協会、福岡・ブルガリア共和国友好協会の８団体、
その他一般参加者を含めて多数の参加者でした。
各団体にはブースが割り当てられ、当協会も販促
ツールの展示や書籍の販売を行い、舞台にてPR映
像を使って活動内容をプレゼンテーションいたし
ました。

デンマークとの交流事業を積極的に行っ
ている嘉麻市の赤間幸弘市長を表敬訪問
して、当協会と嘉麻市との連携について
意見交換を行いました。

嘉麻市市長への表敬訪問
日時：2022 年1月21日
会場：嘉麻市市庁舎
訪問者：FDA 理事長及び運営委員3 名

5 友好団体との交流

6 自治体との連携・交流

福岡EU協会主催「福岡で楽しむEU」に参加
日�時：毎年2 月開催
会場：西鉄グランドホテル
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教育文化研究所の企画事業のデンマーク研修
ツアー（８日間）に、2015年から福岡デンマー
ク協会は協力しています。研修ツアー参加者
の募集への協力、ツアー参加者による研修報
告会開催への協力を行いながら、デンマーク
の思想やデザインへの理解者、さらには暮ら
しや仕事の中へ、デンマークの幸福度を高め
るためのアイデアを実践する人を増やし続け
ています。
デンマーク研修ツアーの視察先は幼児教育
の保育園や森の幼稚園、学校教育として基礎
教育学校（10年間の義務教育学校）、高等学校、
大学、職業専門学校、国民高等学校（大人が生
き方を考える学校）、福祉・医療関係施設として、
高齢者介護施設、障害者支援施設、総合福祉
センター）、その他に自治体の議会、環境改善
施設（リサイクルセンター、風力発電所、資源回
収施設）、美術館、植物園、デザインセンター、
歴史的史跡、さらには家庭訪問、等々です。
研修ツアー参加後はデンマークでの研修の

結果を、報告会を開催して、ツアーに参加で
きなかった人たちにその経験や発見を伝え
て、生活改善のヒントを提供しています。2015

年からの協力を行い、福岡を中心として100名
を超える人たちをデンマークに送り出すこと
が出来ました。

デンマーク研修ツアー
教育文化研究所主催事業への連携

コロナウイルスによるパンデミックの影響
で2020年から研修ツアーが中断しています
が、状況が改善し、デンマークでの視察先の
受入れ態勢が整えば、再開の予定です。ます
ます多くのデンマークファンをこのツアーで
誕生させていく予定です。また、今後は福岡
デンマーク協会の企画によるデンマーク交流
ツアーも実施できればと考えています。

[1]研修ツアー集合写真（市内散策）　[2]デンマークの高校にて（視察先）　[3]基礎教育学校での研修（視察先）
[4]職業専門学校での集合写真（視察先）　[5]高齢者施設の視察受入れ風景（視察先）

[2]

[4]

[3]

[5]

[1]
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Message
in the Future

民主主義は公式のかたちで定義されはしない。それはシステムでも教理でも

ない。民主主義は生活形式であり、西ヨーロッパで二千年以上にわたって絶

えず挫折や堕落を繰り返しながら成長を遂げてきたのであって、その長い

変容過程においての本質についての討論がつねに継続されている。

民主主義は勝ち取られた勝利ではなく、つねに継続するたたかいである。

それは一度に達成された結果ではなく、つねに新たに解決される課題である。

とりわけ、民主主義は教えることができ、一瞬にしてわかる教理、あるいは

それに改宗が可能な教理ではない。それはひとつの思考様式であり、生活

形式である。

ハル・コック［Hal Koch / 1904-1963］
デンマークに生まれ、戦前からコペンハー
ゲン大学で神学教授をつとめ、教会史研究
に携わる。戦時中に、デンマーク青年協会
の初代議長、戦後はクロールップ・ホイス
コーレ（成人学校）の校長をつとめ、若者た
ちに社会を担う責任を問い、政治参加を積
極的に促した。ナチス・ドイツによるデン
マーク占領下では、平和的抵抗路線を掲げ
て活動し、戦争終結後のデンマーク社会を
構想するための討論を組織する。

ハル・コック 著
『生活形式の民主主義』 （小池直人 訳／花伝社）より
※ 原著タイトル『HVAD ER DEMOKRATI』 
（民主主義とは何か）
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https://fda-japan.org


